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町 の 人 口 

(1月1日現在） 

総人口 9, 086人 

男子 4, 244人 

女子 4, 842人 

世帯数 2, 625世帯 
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 母と子の健康優良幼児 

第13回福岡県健康優良幼児審査会が、このほど福岡明治生命ビルで 

行われました。上野保育園から推せんされました、四児が審査に合格 

し県知事在席のもとに健康優良幼児として表彰されました。上野保育 

園では先生や、よい子たちに囲まれてお祝いをしました。 

写真は左から永末智君・城野豊三君・早川保彦君・小松マルちゃん （関連記事4頁） 

  〔よろこびにわく上野保育園〕 

毎月第3日曜日は 

家庭の日です 

この日は一家団らんで家 

族揃って家庭でくつろぎ、 

青少年の考えや、悩みを聞 

いて、明るい、家庭をつく 

り子ども達が健康で明るく 

育つようにつとめましょ 

つ． 

毎月第1日曜日は 

交通安全の日です 

交通安全は、家族による話 

しあいが大切です。 

日頃から交通安全について 

の知識を習慣づけることが 

大切です． 
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異
動
届
出
は
ニ
月
十
日
ま
で
 

移
勤
し
な
い
と
投
票
は
前
住
地
で
 

町
内
異
動
で
届
出
を
済
ま
せ
て
 

い
な
い
方
は
、
二
月
十
日
ま
で
に
 

手
続
き
を
さ
れ
な
い
と
、
四
月
に
 

行
わ
れ
ま
す
統
一
地
方
選
挙
の
選
 

挙
人
名
簿
の
登
録
の
移
替
え
が
出
 

来
ま
せ
ん
の
で
早
急
に
手
続
き
を
 

し
て
下
さ
い
。
 

未
届
け
の
場
合
は
前
住
所
の
駐
在
 

に
選
挙
投
票
所
人
場
券
が
送
付
さ
 

れ
ま
す
。
 

た
と
え
ば
、
一
例
と
し
て
、
 

第
二
十
三
支
所
か
ら
（
旧
炭
鉱
地
 

区
）
上
野
地
区
に
転
居
さ
れ
て
い
 

て
も
、
異
動
届
を
出
し
て
い
な
い
 

と
，
前
住
所
地
で
選
挙
の
投
票
を
 

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
支
所
長
、
駐
在
員
の
方
 

に
も
選
挙
投
票
所
入
場
券
配
布
に
 

つ
い
て
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

統
一
地
方
選
拳
の
期
日
定
ま
る
 

本
年
四
月
行
わ
れ
ま
す
、
統
一
地
方
選
挙
の
期
日
が
決
 

定
さ
れ
ま
し
た
。
 

知
事
、
県
議
会
議
員
選
挙
は
四
月
十
一
日
（
日
曜
日
）
 

町
議
会
議
員
選
挙
は
 

四
月
二
十
五
日
（
日
曜
日
）
 

源
泉
還
付
申
告
書
の
提
出
と
 

納
税
証
明
書
の
請
求
は
早
目
に
 

⑥
所
得
税
の
源
泉
還
付
の
申
告
書
 

は
一
月
か
ら
提
出
す
る
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
源
泉
徴
収
票
や
、
配
当
 

支
払
調
書
等
必
要
な
書
類
を
添
付
 

し
て
な
る
べ
く
二
月
中
旬
ま
で
申
 

告
し
ま
し
ょ
う
 

源
泉
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
 

で
き
る
人
 

一
、
給
与
や
退
職
所
得
の
あ
る
人
 

で
火
災
と
か
盗
難
等
の
災
害
を
 

受
け
た
人
、
ま
た
は
医
療
費
を
 

多
く
支
払
っ
た
人
 

二
、
配
当
所
得
や
外
交
員
の
報
酬
 

な
ど
の
あ
る
人
で
そ
の
他
の
所
 

得
の
少
な
い
人
 

三
、
昭
和
四
十
五
年
の
中
途
で
退
 

職
し
、
そ
の
後
就
職
せ
ず
年
末
 

調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人
 

⑥
納
税
証
明
書
の
請
求
は
 

例
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
 

一
時
に
殺
到
し
ま
す
が
、
納
税
相
 

談
な
ど
の
た
め
即
日
交
付
が
で
き
 

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
早
目
に
 

一
一
月
末
ま
で
証
明
の
手
続
き
を
す
 

ま
せ
ま
し
ょ
う
。
な
お
建
設
業
者
 

の
定
期
報
告
（
年
度
末
）
な
ど
は
 

前
年
分
（
四
十
四
年
分
）
で
も
よ
 

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

田
 
川

税

務

署

 



②
 

け
 

い
 

あ か 報
 

広 け
 

か
 

あ
 

報
 

広 ⑧
 

公
認
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
 

第
一
回
上
野
峡
 10 

マ
イ
ル
レ
ー
ス
 

三
 
百
 
一
一
人
 
が
 
参
 
加
 

第
一
回
上
野
峡
十
マ
イ
ル
、
＋
 

キ
ロ
レ
ー
ス
（
県
陸
上
競
技
協
会
 

赤
池
町
教
育
委
員
会
、
朝
日
新
聞
 

社
後
援
）
が
一
月
二
十
四
日
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
上
野
峡
マ
ラ
ソ
ソ
大
 

会
と
し
て
九
回
行
わ
れ
ま
し
た
が
 

昨
年
十
一
月
、
日
本
陸
上
競
技
連
 

盟
の
公
認
コ
1
ス
と
な
り
ま
し
た
 

の
で
、
こ
と
し
か
ら
公
認
第
一
回
 

と
し
て
名
称
を
改
め
ま
し
た
。
 

県
陸
協
と
赤
池
町
で
は
、
将
来
 

こ
の
コ
ー
ス
を
日
本
陸
連
が
提
唱
 

し
て
い
る
国
民
皆
走
運
動
の
走
路
 

に
使
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
 

レ
ー
ス
は
筑
豊
，
北
九
州
地
区
 

を
中
心
に
県
内
か
ら
中
学
生
百
五
 

＋
三
人
、
高
校
生
九
十
八
人
、
一
 

般
五
十
一
人
が
参
加
、
ス
タ
ー
ト
 

は
従
来
駅
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
 

し
た
が
、
コ
ー
ス
が
公
認
と
な
り
 

ま
し
た
の
で
役
場
前
広
場
で
午
前
 

九
時
か
ら
開
会
 

式
、
そ
の
あ
と
 

中
学
は
午
前
十
 

時
か
ら
役
場
ー
 

上
野
原
田
町
折
 

返
し
五
キ
ロ
コ
 

ー
ス
、
高
校
は
 

同
十
時
四
十
分
 

か
ら
役
場
ー
上
 

野
峡
折
返
し
十
 

キ
ロ
コ
ー
ス
、
 

写
真
上
は
ス
タ
 

ー
・
h
'
 

下
は
永
富
君
の
 

ゴ
ー
ル
 

よ

く

整

備

さ

れ

て

い

る

 

消

火

機

械

器

且

（

 

ー

消

防

出

初

式

ー

・

・

 

下
田
川
四
ケ
町
の
消
防
出
初
式
 

は
、
一
月
十
日
午
前
九
時
よ
り
金
 

田
小
学
校
々
庭
に
各
町
の
団
員
約
 

三
百
六
＋
人
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

各
町
の
団
員
は
終
始
キ
ビ
ン
な
 

態
度
で
、
表
彰
式
、
操
法
実
演
、
 

分
列
行
進
な
ど
の
行
事
に
の
ぞ
み
 

ま
し
た
。
 

機
械
器
具
は
よ
く
整
備
さ
れ
、
 

そ
れ
ら
の
技
能
の
充
実
ぶ
り
は
町
 

民
の
信
頼
に
こ
た
え
る
に
じ
ゆ
う
 

ぶ
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
 

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

一
 

、
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
 

功
績
章
 
団
長
 
青
柳
徳
実
 

一
、
県
知
事
表
彰
 
赤
池
町
消
防
 

団
部
長
 
竹
下
 
展
 
副
本
部
長
 

立
花
利
光
 
副
分
団
長
 
立
花
九
 

州
男
 
奥
永
昭
政
 
部
長
 
毛
利
 

勲
 
班
長
 
香
野
正
男
 
篠
原
保
 

之
 
太
田
正
利
 
副
部
長
 
松
井
 

猛
 
副
分
団
長
 
長
野
積
 
部
長
 

太
田
淳
 
日
高
峯
夫
 
定
宗
俊
作
 

谷
昭
治
 
班
長
 
太
田
一
郎
 

太
田
勝
治
 
田
口
年
勝
‘
太
田
五
 

郎
 
武
末
昭
一
 

団
員
 
内
田
香
 

織
 
大
久
保
和
二
 
副
分
団
長
 

植
木
藤
吉
 
班
長
 
小
松
力
 
態
 

谷
鉄
哉
 
団
員
 
小
松
義
治
 
分
 

団
長
 
田
口
孝
夫
 
部
長
 
柴
田
 

荒
喜
 
班
長
 
木
村
照
明
 
森
正
 

則
 
永
未
利
貞
 
浦
田
春
彦
 
団
 

員
 
熊
谷
和
幸
 
武
末
義
信
 

一
般
は
十
一
時
か
ら
役
場
ー
上
野
 

峡
ー
役
場
ー
草
場
ー
役
場
の
十
マ
 

イ
ル
コ
ー
ス
で
、
そ
れ
ぞ
れ
レ
ー
 

ス
を
展
開
し
ま
し
た
。
 

松
林
さ
ん
を
特
別
表
彰
 

上
野
峡
マ
ラ
ソ
ン
の
と
き
か
ら
 

連
続
出
場
の
田
川
市
東
区
第
】
松
 

原
の
松
林
幸
孝
さ
ん
（
五
八
）
が
 

特
別
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

松
林
さ
ん
は
現
在
、
田
川
市
で
 

少
年
補
導
員
や
地
区
公
民
館
の
役
 

員
な
ど
を
つ
と
め
毎
日
十
キ
ロ
か
 

ら
二
十
キ
ロ
走
り
続
け
て
い
ま
 

す
。
そ
の
努
力
に
対
し
て
特
別
表
 

彰
と
な
っ
た
も
の
で
す
？
 

入
賞
者
次
の
通
り
 

【
一
般
】
 

①
渡
辺
康
徳
（
九
電
工
）
 
49 

分
 36 

秒
 
②
庁
田
勉
（
黒
崎
窯
業
）
 

⑧
高
嶋
英
司
（
同
）
 

④
世
利
重
 

樹
（
西
鉄
）
 

⑥
橋
本
豊
明
（
111 

菱
化
成
）
 

⑥
岡
部
宏
和
（
西
 

鉄） 

感
 

謝
 

一
月
二
十
四
日
行
わ
れ
ま
し
 

た
第
一
回
上
野
峡
 10 

マ
イ
ル
レ
．
 

ー
ス
は
無
事
終
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
ひ
と
え
に
町
民
各
位
、
 

そ
の
他
関
係
者
の
絶
大
な
ご
協
 

力
と
ご
支
援
の
お
か
げ
と
厚
く
 

感
謝
い
た
し
ま
す
。
 

赤
池
町
教
育
委
員
会
 

赤
池
町
体
育
協
会
 

一
、
竿
頭
綬
表
彰
 
西
村
正
人
 

一
、
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
永
年
 

勤
続
の
部
）
 
「
十
年
以
上
」
本
部
 

団
員
 
松
岡
進
 
第
二
分
団
 
班
 

長
 
日
高
進
 
団
員
 
高
林
守
 

第
三
分
団
 
班
長
 
小
島
京
一
一
 

団
員
 
太
田
旭
（
十
五
年
以
上
）
 

第
一
分
団
 
団
員
 
永
末
禎
佑
 

香
月
昌
憲
 
城
野
博
憲
 
第
二
分
 

団
 
日
高
一
美
 
団
員
 
立
花
政
 

照
 
班
長
 
亀
谷
徳
光
 
有
吉
敬
 

介
 

「
二
十
年
以
上
」
 

第
一
分
団
 
団
員
 
政
光
重
敏
 

第
三
分
団
 
部
長
 
藤
重
武
 
熊
 

谷
直
文
 
第
五
分
団
 
班
長
 
田
 

口
義
春
 

「
二
十
五
年
以
上
」
 

本
部
 
副
 

本
部
長
 
立
花
利
光
 
第
一
分
団
 

班
長
 
香
野
正
男
 
篠
原
保
之
 

太
田
正
利
 
第
二
分
団
 
副
分
団
 

長
 
立
花
九
州
男
 
部
長
 
毛
利
 

勲
 
第
三
分
団
 
副
分
団
長
 
奥
 

永
昭
政
 

【
高
校
】
 

①
前
田
正
之
（
常
盤
）
 
32 

分
8
秒
 

②
西
弘
美
（
飯
塚
商
）
 

③
八
波
 

要
（
東
福
岡
）
 

④
安
永
正
義
 

（
飯
塚
商
）
 

⑥
福
田
健
三
（
常
 

盤
）
前
田
秋
美
（
門
司
工
）
 

【
中
学
】
 

①
永
富
保
夫
（
大
之
浦
）
 
16 

分
 33 

秒
 
の
新
川
英
雄
 
③
八
木
一
成
 

④
今
村
育
郎
（
以
上
直
方
二
）
 

⑤
大
神
忍
（
小
倉
足
立
）
 

⑥
杉
 

本
哲
次
郎
（
糸
田
）
 

県
表
彰
う
け
る
 

伊

川

 重

彦

氏

 

一
月
三
十
日
福
岡
市
民
会
館
で
 

赤
池
町
体
育
協
会
々
長
伊
川
重
彦
 

氏
が
体
育
指
導
委
員
表
彰
を
う
け
 

ま
し
た
。
 

赤
池
町
は
昭
和
三
十
六
年
に
文
 

部
省
と
福
岡
県
か
ら
青
少
年
ス
ポ
 

ー
ッ
活
動
の
指
定
を
三
ケ
年
間
委
 

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
 

け
に
、
社
会
体
育
の
組
織
を
確
立
 

町
民
に
ス
ポ
ー
ッ
活
動
を
奨
励
し
 

特
に
青
少
年
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
 

じ
て
の
健
全
育
成
を
，
ス
ロ
ー
ガ
 

ン
〉
の
も
に
、
今
日
ま
で
推
進
し
 

て
来
ま
し
た
。
 

町
体
育
協
会
は
発
足
と
同
時
に
 

各
種
競
技
大
会
や
教
室
な
ど
を
開
 

催
、
こ
ん
日
の
基
礎
を
作
る
と
と
 

も
に
、
町
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
 

た
め
、
た
ゆ
ま
ざ
る
活
動
を
続
け
 

て
来
ま
し
た
。
こ
の
功
績
に
よ
り
 

表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

今
後
の
問
題
と
し
て
、
日
本
陸
 

上
競
技
連
盟
が
提
唱
し
て
お
り
ま
 

す
「
国
民
皆
走
運
動
」
は
赤
池
町
 

を
起
点
と
し
て
拡
大
す
る
よ
う
期
 

待
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

今
回
の
表
彰
を
機
会
に
こ
ん
こ
 

の
か
つ
や
く
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

「
三
十
年
以
上
」
本
部
 
近
藤
利
 

春
 
第
一
分
団
 
副
分
団
長
 
大
 

久
保
勇
 
部
長
 
安
武
泰
久
 
城
 

野
三
男
 
太
田
荒
喜
 
十
時
昇
 

一
、
県
消
防
協
会
長
表
彰
 
第
一
 

分
団
 
部
長
 
太
田
荒
喜
 
班
長
 

太
田
一
郎
 
第
二
分
団
 
班
長
 

谷
頭
浩
二
 

団
員
 
中
村
博
樹
 

第
三
分
団
 
部
長
 
藤
重
武
 
団
 

員
 
亀
谷
松
次
 
第
四
分
団
 
班
 

長
 
増
田
栄
 
第
五
分
団
 
部
長
 

太
田
淳
 
団
員
 
太
田
隆
徳
 
本
 

部
 
田
島
正
行
 

一
、
田
川
郡
支
部
長
表
彰
 
本
部
 

長
谷
川
と
お
る
 
第
四
分
団
 
団
 

員
 
木
内
正
勝
 

一
、
町
長
表
彰
 
第
一
分
団
 
世
 

良
庄
七
 
第
二
分
団
 
久
原
良
雄
 

第
三
分
団
 
亀
谷
俊
政
 
第
四
分
 

団
 
戸
次
忠
生
 
第
五
分
団
 
田
 

口
龍
男
 
本
部
団
員
 
市
川
則
孝
 

町

民

の

皆

さ

ん

に

お

 願 
し、 

赤
也
町
立
病
院
襲
“
 
齢
 
融
 
麟
 

町
立
病
院
の
あ
り
方
と
し
て
は
 

地
域
住
民
に
広
く
良
い
医
療
を
施
 

し
、
更
に
そ
の
保
健
に
も
た
ず
さ
 

わ
る
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
町
民
の
皆
さ
ん
方
に
町
 

立
病
院
の
現
状
を
説
明
し
て
御
協
 

力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
 

新
病
院
移
転
以
来
患
者
が
多
く
 

外
来
患
者
は
も
ち
ろ
ん
、
入
院
患
 

者
も
満
床
に
近
い
状
態
が
続
い
て
 

W
ず
す
o

ーーー‘一n 

r
『 

に
 

そ
の
患
者
の
中
に
は
重
症
患
者
が
 

多
く
い
ま
す
。
加
え
て
到
底
普
通
 

で
考
え
ら
れ
な
い
程
の
医
師
数
で
 

診
療
加
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
の
ほ
か
、
筆
舌
で
表
現
で
き
な
 

い
よ
う
な
雑
務
も
処
理
し
て
お
り
 

ま
す
。
 

医
師
数
が
少
な
い
た
め
に
「
非
常
 

な
重
労
功
を
し
て
い
ま
す
」
日
本
 

で
は
、
労
仇
時
間
ほ
大
体
八
時
間
 

と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
 

中
に
あ
っ
て
医
師
は
二
十
四
時
間
 

近
い
動
務
を
続
け
て
い
ま
す
。
診
 

療
前
よ
り
、
時
と
し
て
全
身
倦
怠
 

が
強
く
休
み
た
く
て
も
休
め
な
い
 

状
態
で
あ
り
ま
す
。
町
に
於
い
て
 

も
全
力
を
挙
げ
て
医
師
の
充
足
を
 

す
る
た
め
努
力
致
し
て
い
ま
す
が
 

い
ろ
ん
な
事
情
の
た
め
思
う
様
に
 

行
き
ま
せ
ん
が
、
二
月
一
日
か
ら
 

外
科
医
一
名
の
先
生
が
見
え
る
事
 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
状
態
 

の
中
で
我
々
は
肱
員
一
同
一
丸
と
 

な
っ
て
患
者
さ
ん
の
診
療
に
微
R
 

を
注
い
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
 

現
況
で
す
の
で
次
の
こ
と
に
つ
い
 

て
絶
大
な
る
御
協
力
を
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

①
 
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
不
満
 

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
院
長
、
副
院
 

長
、
或
い
は
事
務
長
ま
で
御
連
絡
 

下
さ
い
。
 

②
 
医
師
数
の
割
に
患
者
が
多
 

い
の
で
診
察
を
永
く
お
待
た
せ
し
 

て
い
ま
す
が
、
御
了
承
下
さ
い
。
 

と
申
し
ま
す
の
は
「
検
査
を
心
要
 

と
す
る
患
者
さ
ん
が
多
く
い
ま
 

す
。
十
分
な
る
検
査
を
受
け
て
下
 

さ
い
。
」
 

③
 
子
供
、
老
人
は
勿
論
、
若
一
 

い
人
で
も
身
体
に
異
状
を
感
じ
た
 

場
合
は
出
来
る
だ
け
早
目
に
朝
の
 

う
ち
に
診
察
を
う
け
ら
れ
て
、
早
 

期
発
見
早
期
治
療
に
つ
と
め
て
下
 

さ
い
。
 

④
 
公
立
病
院
な
ど
は
、
原
則
 

と
し
て
往
診
し
な
い
の
か
た
て
ま
 

え
で
す
が
、
赤
池
の
現
状
に
即
応
 

し
て
現
在
往
診
に
よ
る
診
察
加
療
 

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
然
し
前
に
 

述
べ
た
よ
う
な
医
師
二
名
で
朝
か
 

ら
昼
迄
の
外
来
診
療
、
午
後
の
病
 

棟
廻
診
、
或
い
は
手
術
、
雑
務
な
 

煙
が
ャ
つ
 
む
 

町
 
の

消

費

税

 

ガ
タ
バ
コ
は
町
内
で
買
い
ま
し
 

よ
う
4

を
キ
ヤ
ツ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
 

広
報
あ
か
い
け
で
、
毎
号
と
り
あ
 

げ
て
い
ま
す
。
 

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
 

タ
バ
コ
消
費
税
は
年
々
増
収
に
な
 

っ
て
い
ま
す
。
タ
バ
コ
 15 

本
で
 10 

円
が
町
の
収
入
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
収
入
を
月
別
に
見
ま
す
と
 

次
の
表
の
と
お
り
で
す
。
 

〈
愛
煙
家
I

は
納
税
多
額
者
？
 

火の用心 

60 

】I 
30 

20 

10 

タバコ税収入の月別表 

月 金 額 
4月 n4,060円 
5 ノノ 8旧，370円 
6 ノノ 773, 370円 
7ク 855, 560円 
8 ノノ 939,460円 
9 ゲ 852,570円 

相ノソ ‘ 660,330円 
1 1 ノノ 745, 180円 

＠
一
人
四
七
四
五
円
（
 
年） 

ハ
イ
ラ
イ
ト
ー
日
 20 

本
購
入
者
 

◇
喫
煙
家
の
皆
さ
ん
が
一
日
，
ハ
 

イ
ラ
ィ
ト
I
 
20 

本
買
わ
れ
る
方
で
 

一
年
間
納
め
ら
れ
る
税
は
約
「
四
 

干
七
百
四
十
円
」
納
税
さ
れ
る
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
タ
 

バ
コ
を
町
内
で
買
わ
れ
ま
す
と
町
 

の
財
源
と
な
り
、
町
の
台
所
を
う
 

る
ほ
し
、
町
の
発
展
と
明
る
い
町
 

づ
く
り
に
役
立
つ
わ
け
で
す
。
 

今
後
と
も
グ
タ
バ
コ
I

は
町
内
 

で
買
わ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
 

す。 軽
自
動
車
の
 

異
動
届
は
早
め
に
 

毎
月
町
広
報
で
お
願
い
し
て
お
 

り
ま
す
が
、
ま
だ
異
動
届
け
が
未
 

済
の
た
め
事
務
処
理
上
困
っ
て
い
 

ま
す
。
 

未
届
け
の
方
は
早
急
に
届
出
を
済
 

せ
て
下
さ
い
。
 

▽
届
先
 
税
 
務
 
課
 

窓

口

か

ら

お

知

ら

せ

 

異
動
届
は
期
限
内
に
 

転
入
届
 

転
入
手
続
き
は
、
赤
池
町
に
転
 

入
し
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
転
 

入
届
を
し
て
下
さ
い
。
 

手
続
き
に
は
、
次
の
も
の
を
持
 

参
下
さ
い
。
 

転
出
証
明
書
（
こ
れ
ま
で
住
ん
で
 

い
た
市
区
町
村
長
が
発
行
）
印
か
 

ん
・
国
民
健
康
保
険
証
（
転
入
者
 

が
、
す
で
に
国
民
健
康
保
険
に
加
 

入
し
て
い
る
世
帯
の
世
帯
員
に
な
 

っ
た
と
き
の
み
）
国
民
年
金
手
帳
 

（
前
住
地
か
ら
引
続
き
国
民
年
金
 

の
被
保
険
者
で
あ
る
と
き
）
駐
在
 

ど
終
っ
た
後
は
心
身
共
に
疲
労
の
 

極
に
達
し
て
い
ま
す
。
 

又
、
重
症
の
患
者
も
多
く
い
ま
す
 

の
で
往
診
は
な
る
べ
く
ひ
か
え
さ
 

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
 

す。 ⑤
 
し
か
し
、
重
症
の
場
合
 

員
の
証
明
。
 

転
出
届
 

転
出
の
手
続
き
は
、
転
出
す
る
 

数
日
前
に
届
出
し
て
下
さ
い
。
 

手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、
転
 

入
手
続
き
の
と
き
と
同
じ
で
転
出
 

証
明
書
を
除
い
た
も
の
で
す
。
 

転
居
届
 

赤
池
町
内
で
住
所
を
変
更
す
る
 

こ
と
を
「
転
居
」
と
い
い
ま
す
。
 

こ
の
場
合
、
転
入
手
続
き
と
同
 

じ
く
転
居
し
た
日
か
ら
十
四
日
以
 

内
に
届
出
し
て
下
さ
い
。
 

手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、
新
 

・
旧
の
駐
在
員
の
証
明
と
転
出
届
 

の
手
続
き
と
同
じ
も
の
で
す
。
 

住
 
民
 
係
 

例
え
ば
、
意
識
障
害
を
お
こ
し
倒
 

れ
た
時
、
呼
吸
困
難
の
強
い
時
、
 

腹
痛
の
強
い
時
、
 
39 

2
 40 

度
の
熱
 

の
高
い
時
、
動
惇
の
激
し
い
時
、
 

な
ど
の
よ
う
な
重
症
の
場
合
は
万
 

難
を
排
し
て
往
診
致
し
ま
す
。
 

早

く

着

物

を

着

せ

 て
 

水

道

管

の

凍

ら

な

 い
 
方

法

 

ボ
ク
は
、
毎
日
寒
い
外
で
は
だ
 

か
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
は
温
か
い
室
内
で
、
ボ
ク
 

の
こ
と
を
忘
れ
て
暖
か
く
暮
し
て
 

い
ま
す
。
 

ボ
ク
は
も
う
我
ま
ん
で
き
ま
せ
 

ん
グ
破
れ
つ
し
て
し
ま
う
I
 

ボ
ク
は
よ
い
着
物
は
ほ
し
く
あ
 

り
ま
せ
ん
が
、
 

「
な
わ
や
、
ボ
ロ
 

き
れ
」
は
ど
こ
の
家
に
も
あ
り
ま
 

す
。
そ
れ
を
防
寒
着
に
し
て
着
せ
 

て
く
れ
、
ば
よ
い
の
で
す
。
 

ボ
ク
も
皆
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
 

ク
ョ
ダ
レ
β
が
出
る
よ
う
に
な
り
 

ま
す
。
給
水
栓
を
少
し
あ
け
、
少
 

量
の
水
を
出
し
て
お
け
ば
凍
り
ま
 

せ
ん
。
 

赤
い
水
が
出
た
と
き
 

ふ
だ
ん
、
管
の
中
を
ゆ
る
や
か
 

に
流
れ
て
い
る
水
が
、
流
れ
が
早
 

く
な
っ
た
り
、
工
事
の
あ
と
な
ど
 

は
給
水
栓
か
ら
赤
い
水
が
出
る
こ
 

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
管
の
中
 

料金徴収後の町の 

―戸当りいケ月）平均使用量 

の
鉄
サ
ビ
が
強
い
水
勢
の
た
め
に
 

流
れ
出
た
も
の
で
、
静
か
に
放
置
 

し
て
お
く
と
鉄
サ
ビ
は
澄
み
ま
 

す。 白
い
水
が
出
た
と
き
 

白
く
濁
っ
て
見
え
ま
す
が
、
こ
 

れ
は
管
の
中
に
入
っ
た
空
気
が
か
 

き
ま
わ
さ
れ
て
細
か
い
気
泡
に
な
 

っ
て
水
中
に
含
ま
れ
た
為
で
す
。
 

し
ば
ら
く
放
置
し
て
お
く
と
気
泡
 

は
空
気
中
に
逃
げ
、
や
が
て
無
色
 

透
明
に
か
え
り
ま
す
の
で
飲
ん
で
 

も
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。
 

小
竹
町
 

唯
 

細

量

 

頴
田
町
 

在
 

各
 
用
 

凌
m
 

瞬
 

報
壌
 

‘
日
田
 

線
 

44 

平
 

川
崎
町
 

斜
 

和

り

 

田
川
市
 

の
 

昭
 
当
 

0
'
 

回
 

a
J

α
 

赤
池
町
 

町
 

は
 
戸
 

山
』
 

ユ且 

‘
永
 

一 

池
 
量
 
線
一
 

赤
 
用
 
黒
 
の
 



報
 

④
 

広 報 あ か い け 

I 

大人の仲間入り I 
！成人として 

お

め

で

と

》

つ

 

力

強

く

宣

誓

 

「
吉
本
高
美
君
」
 

赤
池
町
成
人
式
 

が
、
ー
月
 15 

日
 

（
成
人
の
日
）
赤
 

池
町
公
民
館
で
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
と
し
の
成
人
 

式
該
当
者
は
、
一
一
 

百
三
十
五
人
、
男
 

子
（
百
十
八
）
人
 

女
子
（
百
十
七
）
 

人
、
成
人
式
に
出
席
し
た
人
は
百
 

十
ニ
人
で
午
前
九
時
か
ら
式
典
な
 

ど
が
あ
り
、
成
人
を
代
表
し
て
 

（
吉
本
高
美
君
）
が
「
大
人
の
権
 

利
義
務
を
自
覚
し
自
ら
の
責
任
に
 

お
い
て
生
き
抜
く
決
意
」
を
力
強
 

く
宣
誓
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
を
記
念
し
て
赤
池
町
か
 

ら
鏡
が
、
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
 

印
鑑
セ
ッ
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
お
く
ら
 

れ
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
貸
切
バ
 

ス
で
三
社
詣
に
出
か
け
、
成
人
者
 

の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。
 

成
人
の
日
と
は
 

成
人
の
日
は
「
お
と
な
に
な
っ
 

た
こ
と
を
自
覚
し
、
み
ず
か
ら
生
 

き
抜
こ
う
と
す
る
青
年
を
祝
い
は
 

げ
ま
す
」
日
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
 

す
。
こ
の
日
は
、
各
地
で
 20 

才
に
 

な
っ
た
若
者
を
祝
い
励
ま
す
成
人
 

式
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
す
。
 

昔
は
元
服
、
明
治
以
後
は
徴
兵
 

検
査
を
区
切
り
と
し
て
、
大
人
へ
 

の
仲
間
入
り
と
し
ま
し
た
が
、
戦
 

後
福
祉
国
家
を
理
念
と
し
て
い
る
 

現
在
で
は
、
成
人
の
日
を
迎
え
る
 

こ
と
に
よ
り
、
大
人
に
成
っ
た
と
 

認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
 

社
会
的
に
は
法
律
上
の
行
為
能
 

力
が
与
え
ら
れ
、
民
法
、
刑
法
に
 

つ
い
て
も
完
全
に
大
人
に
な
っ
た
 

と
認
め
ら
れ
ま
す
。
 

す
な
わ
ち
、
あ
ら
ゆ
る
権
利
が
 

与
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
 

る
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
 

り
ま
す
。
 

も
っ
と
も
、
法
律
的
に
は
、
 
「成 

人
の
日
一
と
は
関
係
な
く
、
各
人
 

の
生
年
月
日
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
 

ま
す
。
 

参
政
権
を
得
た
り
、
国
民
年
金
に
 

加
入
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
も
 

小
の
ー
つ
で
あ
り
ま
す
、
 

「
写
真
は
大
人
の
仲
間
入
り
し
た
 

成
人
者
一
同
」
 

2
月
の
衛
生
行
事
 

精
加
み
井
混
合
接
種
 

ロ
日
時
、
二
月
二
十
五
日
・
午
後
 

一
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
ま
 

で
 

ロ
場
所
 
赤
池
町
公
民
館
 

口
料
金
 
五
十
円
 

※
生
後
 
三
ケ
月
ー
六
ケ
月
の
乳
 

児
、
三
回
、
接
種
後
十
ニ
ケ
月
ー
 

十
八
ケ
月
の
間
の
幼
児
、
 
一
回
 

全

国

大

会

で

 
「
上
野
 

神
楽
」
 
を

被

ろ

う

 

第
十
九
回
全
国
青
年
大
会
は
全
 

国
か
ら
若
人
一
万
五
千
人
参
加
の
 

も
と
に
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

特
に
本
町
か
ら
郷
土
芸
能
で
上
 

野
神
楽
が
福
岡
県
代
表
で
出
場
虎
 

の
門
久
保
講
堂
に
常
陸
宮
両
殿
下
 

美
濃
部
都
知
事
御
臨
席
の
も
と
に
 

全
国
四
十
チ
ー
ム
約
千
人
が
は
な
 

や
か
に
お
国
自
慢
を
披
露
し
ま
し
 

た。 
大
会
終
了
後
靖
国
神
社
に
第
二
次
 

大
戦
で
戦
死
を
さ
れ
た
赤
池
町
の
 

霊
の
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
．
 

本
大
会
出
場
に
あ
た
っ
て
、
町
 

執
行
部
町
議
会
を
は
じ
め
、
町
民
 

各
位
の
ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
 

謝
し
ま
す
。
 

「
写
真
は
靖
国
神
社
 

で
神
楽
を
披
露
」
 

母

の

よ

ろ

こ

び

 

一
面
で
紹
介
し
ま
し
た
母
と
子
 

の
健
康
審
査
は
「
‘
身
長
が
、
1
2
 

2
m
体
重
が
 25 

如
以
上
」
で
特
に
 

母
と
子
の
虫
歯
の
な
い
こ
と
が
表
 

彰
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
 

健
康
優
良
幼
児
と
し
て
表
彰
さ
 

原

稿

募

集

 

町
の
機
関
紙
「
広
報
あ
か
い
 

け
」
を
毎
月
一
回
発
行
し
て
い
 

ま
す
。
 

町
内
の
話
題
な
ど
、
ど
ん
な
 

小
さ
な
ニ
 
ュ
ー
ス
で
も
結
構
で
 

す
か
ら
、
役
場
総
務
課
広
報
係
 

ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
 

れ
ま
し
た
事
は
ひ
と
え
に
光
栄
だ
 

と
思
い
ま
す
。
で
も
、
こ
の
歓
び
 

の
陰
に
は
、
わ
ず
か
四
才
で
入
園
 

し
て
以
来
、
保
育
園
で
手
を
と
り
 

足
を
と
り
し
て
、
導
い
て
下
さ
い
 

ま
し
た
諸
先
生
方
の
ご
努
力
と
、
 

こ
の
催
に
対
し
て
色
々
の
手
続
き
 

等
ご
面
倒
な
手
数
を
踏
ん
で
い
た
 

だ
い
た
賜
物
だ
と
感
謝
の
気
持
ち
 

で
一
杯
で
す
。
 

子
ど
も
の
健
康
管
理
は
日
一
日
 

と
し
て
怠
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
 

ん
。
こ
れ
を
機
会
と
し
て
こ
ん
後
 

益
々
、
細
心
の
注
意
を
払
つ
て
行
 

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

※
お
母
さ
ん
の
名
前
（
順
不
同
）
 

小
松
秋
子
・
城
野
隅
子
・
早
川
桂
 

子
・
永
末
鈴
子
 

昭

和

四

十

六

年

度

日

本

 

青

年

海

外

協

力

隊

員

 

募
集
に
つ
い
て
ノ
・
 

ア
ジ
ァ
、
ァ
フ
リ
カ
、
中
南
米
 

の
若
い
国
の
経
済
開
発
、
民
主
向
 

上
の
た
め
に
技
術
、
技
能
、
教
育
 

を
身
つ
け
た
、
心
身
と
も
に
健
全
 

な
日
本
の
青
年
を
派
遣
し
、
各
国
 

の
国
づ
く
り
に
協
力
し
て
い
ま
 

す
。
日
本
青
年
海
外
協
力
隊
事
務
 

局
で
は
昭
和
四
十
六
年
度
派
遺
隊
 

員
を
下
記
の
要
領
に
て
募
集
し
て
 

い
ま
す
。
 

一
、
資
格
 
満
二
十
才
以
上
の
日
 

本
青
年
男
女
で
技
術
、
技
能
を
 

有
す
る
者
。
 

二
、
願
書
締
切
 
昭
和
四
十
六
年
 

六
月
末
（
第
二
次
隊
）
、
昭
和
 

四
十
六
年
十
月
末
（
第
三
次
隊
）
 

三
、
選
考
試
験
 
四
月
中
旬
（
第
 

一
次
隊
）
八
月
上
旬
（
第
二
次
 

隊
）
十
二
月
上
旬
 
（
第
三
次
 

隊
）
の
予
定
 

四
、
待
遇
 
期
間
二
年
間
 
派
遣
 

期
関
中
海
外
手
当
月
額
百
七
十
 

ド
ル
 
（
約
六
万
円
）
他
に
積
立
 

金
二
万
円
 

五
、
募
集
人
員
 

フ
イ
リ
ピ
ン
 

（
百
八
十
二
名
）
、
 
マ
レ
ー
シ
 

ア
 
（
三
十
一
名
）
、
マ
ラ
ウ
イ
 

（
八
名
）
、
ケ
ニ
ァ
 
（
七
名
）
 

イ
ン
ド
（
十
名
）
 

六
、
応
募
方
法
 
事
務
局
所
定
の
 

志
願
書
お
よ
び
推
薦
書
、
戸
籍
 

抄
本
を
事
務
局
へ
提
出
の
事
 

七
、
願
書
提
出
及
び
問
合
せ
先
 

日
本
青
年
協
力
隊
事
務
局
国
内
 

課
【
東
京
都
渋
谷
区
広
尾
四
ー
 

一
一
ー
一
一
四
（
〒
一
五
〇
）
T
E
L
 

〇
三
 
（
四
〇
〇
）
 
七
二
六
一
〕
 

又
は
各
都
道
府
県
 


